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営繕積算システムRIBC2の主な変更点（Ver.8.00からVer.８.10） 
 

【内訳書作成システム】 

１） 消費税率 10％対応 

内訳書ファイルを新規作成する際の、消費税率の初期値を「10％」に変更しました。 

※ 既存の内訳書ファイルの消費税率は、自動的には「１０％」に変更されません。 

 

[ファイル] → [新規作成] 

 

 

[データ] → [内訳書数量データ交換書式（Excel・CSV）を読み込む] 
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【参考】既存の内訳書ファイルの消費税率を「８％」から「１０％」に変更する場合の手順 

① 「工事費」タブをクリックして「工事費」画面を表示 

② 「消費税相当額」行の備考欄の消費税率のセルを選択 

③ 「F2」キーを押して消費税率を入力。 
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２） 内訳書ファイルの消費税率が１０％以外の場合の注意喚起表示 

【１０％以外の場合】 

消費税率が１０％以外の場合、「消費税等相当額」の行を黄色く反転表示。 

あわせて、ツリーの下段に、設定されている「消費税率」を表示して注意喚起します。 

 

 

【１０％の場合】 

消費税率が１０％の場合、今までどおりです。 
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３） 公開情報のデータ公開内容の初期値の変更（セキュリティの強化） 

【Ver.8.00 まで】 

誤って、「Ａ県」の内訳書ファイルが他の公共機関にわたってしまった場合、データ公開内容の

初期値が「すべて」になっていたため、データ公開内容が初期値のままの場合、「Ａ県」の単価・金

額が、他の公共機関で見えていました。 

 

 

【Ver.8.10 から】 

Ver.8.10 で新規作成した内訳書ファイルは、誤って、内訳書ファイルが他の公共機関にわたっ

てしまった場合でも、単価・金額がわからないようにするために、協議会版ユーザーと公共機関版

ユーザーのデータ公開内容の初期値を、「すべて」から「単価表から取得した単価行のみ０円クリ

ア」に変更しましたので、他の公共機関で「Ａ県」の内訳書ファイルを開いた場合は、単価・金額が

０円クリアされます。 

 

 

※ Ver.8.10 より前のバージョンで作成した内訳書ファイルを、Ver.8.10 で開いた場合、データ公

開内容の設定は自動的には、Ver.8.10 のデータ公開内容の初期値には変更されません。 
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４） 内訳書ファイルの「所有者」のユーザーID を表示 

内訳書ファイルの「所有者」のユーザーID を表示しました。 

 

【内訳書ファイルのユーザーＩＤと内訳書作成システムのユーザーＩＤが同一の場合】 

※ 「所有者」が設計・積算事務所の内訳書ファイルは、公共機関で内訳書ファイルを開いた際

に、公開情報内容の設定に従い、自動的に「所有者」が公共機関に変更されます。 

 

 

【内訳書ファイルのユーザーＩＤと内訳書作成システムのユーザーＩＤが異なっている場合】 

「所有者」が異なっている場合、「所有者」のユーザーID を青色で反転表示して、「所有者」を確

認できるようにしました。 
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５） 行挿入（内訳書ファイルの公開情報に従う） 

内訳書ファイルのデータ公開内容の設定が「すべて」の時以外は、行挿入時の単価の表示を、

内訳書ファイルの公開情報に従うように変更しました。 

 

※ 内訳書ファイルのデータ公開内容の設定が「すべて」の時は、今までどおり標準単価ファイル

のデータ公開内容の設定に従い表示されます。 
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６） 数量入力モードの利用制限を解除 

数量入力モードの利用制限を解除して、公共機関以外の一般のユーザー（30-*****）でも、「数

量入力モード」が利用できるようにしました。 

 

 

 

 

 

 

７） 数量入力モードの表示 

 数量入力モードで起動しているのか否かの判別がつくようにしました。 

 

【数量入力モード】 

 

 

【通常】 

 

 

 

  

パスワード欄を空欄にすると、「数量入力モード」のボタンが利用可能になります 
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８） 「数量ゼロ・単価ゼロ」ツールバーのツールチップ(吹き出し)に補足説明を追加 

代価表の「数量」「乗率」「単価」がゼロの件数表示に、未使用代価表が含まれているのか否

かが不明確だったので、未使用代価表は含まれていないことをツールチップに補足説明を追

記しました。 
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【標準単価作成システム】 

１） ツールバーに「ＵＰ率」と「入力区分」の件数表示を追加 

フィルタリング機能で絞り込みをおこなわなくても、ツールバーの件数をひと目見ただけで、単価

「未入力」の件数や、単価の増減を確認できるようにしました。 

 

【標準単価ファイル】 

 

 

決定単価の UP 率 

 

 

材料費の UP 率 

 

 

労務費の UP 率 

 

 

材工費（市場単価等）の UP 率 
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【一次単価ファイル】 

 

 

UP 率 

 

 

入力区分 

 

 


